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問題 

論者は，2011 年度の和光大学卒業論文において，日本のプロ野球 12球団の各監督が試

合後に発するコメントを対象とし，勝敗別に分析したコメントの楽観主義と悲観主義が，

どのように勝敗の成績と関係しているのかを研究した(二川 2011)。その結果，楽観主義の

監督が率いるチームの成績は高く，逆に悲観主義の監督が率いる監督のチームは，成績が

悪いという結果を得ることができた。 

コメントの楽観主義と悲観主義の測定は，CAVE 法(渡辺・いとう・井上 2010）を用い

た。この方法は，コメント全体の文脈を対象に測定を行う方法で，監督から発せられる具

体的な「ことば」の種類や，頻度といったことを数量的に調べるまでにはいたらなかった。

この研究では，楽観主義と成績との関係は明らかにできたものの，コメント全体の楽観主

義を測定する CAVE 法においては，各監督のことばの特徴を数量的には明らかにできなか

った。そこで，本研究では，各監督が発することば自体に注目し，各監督のことばを数量

的に抽出し，分析・考察を行い，今後のプロ野球監督のコメントと楽観主義との関係につ

いて，さらに深めていくための研究にしたい。 

 

目的 

本研究の目的は，2011 年シーズンにおいて各監督が発したコメントを対象に，各監督の

ことばの特徴を数量的に抽出し，分析することである。本研究では，各 12 監督が発した

ことばの特徴を，試合の勝敗別に分析し，12 監督の発することばの特徴を明らかにする。 

 

方法 

分析対象：2011年 4月 13 日より 2011 年 10 月 26日にわたる「スポーツニッポン」「日刊

スポーツ」「スポーツ報知」「産経スポーツ」の 4つのスポーツ新聞に掲載された、12 球団

の監督の勝ち試合，負け試合それぞれの試合後のコメント記事が本研究の対象データであ

る。セ･リーグとパ･リーグの両リーグ計 12 名の監督の試合後コメントを対象とする。 

 

分析方法：：数理システムのテキストマイニングソフトである TextMinigStudio により分

析を行った。各 12監督の試合語コメントを勝敗別に，特徴語抽出を行い，分析した。 
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結果 

(1)基本情報の整理 

表 1-1 テキスト全体の基本統計量 

 
表 1 より，コメント全体の総行数，つまりコメント数は，全監督を合計すると 5456 コ

メントであった。単語数は 47355 である。また，勝ち試合のコメント数は，2380 数で，

負け試合のコメント数は，2702数であった。なお，引き分け試合のコメントは分析対象外

とする。 

 

表 1-2 監督別におけるテキスト基本情報 

 

 表 2 は，監督別の合計コメント数である。4 社の新聞記

事において，12名の監督のコメント記事には，監督によっ

て大きくばらつきはあるものの，監督が発することば自体

に注目する本研究では，そのばらつきの影響はない。 

 次に，この各監督のコメントを対象に，特徴語抽出を行

う。 

 

(2)各監督の勝敗別の特徴語抽出の分析 

(2-1) セ･リーグ 6球団の各監督の勝敗別の特徴語抽出の分析 

 

(セ･リーグ 1位) 中日ドラゴンズ 落合監督 

表 2-1-1 落合監督の勝ち試合コメントの特徴語抽出上位 20位 

 表 2-1-1 によると，落合監督の勝ち試合コメントは，｢聞く｣

｢帰る｣以外は，一貫して自分のチームのことについて話して

いる。｢聞く｣ということばは，記者に対してのことばであり，

｢帰る｣は，観戦者についてのことばである。チームについて

は，チーム全体のことばが｢試合｣｢仕事｣などと多く，選手個

人の名前が 3 名，気持ちを表すことばは｢良い｣の 1 つであっ

た。落合監督は，勝ち試合のコメントの場合，自分のチーム

について語り，気持ちといった内的な側面ではなく，事実に

基づいたチーム全体のことを語る特徴があるようだ 

 

 

 



3 

 

表 2-1-2 落合監督の負け試合コメントの特徴語抽出上位 20位 

 表 2-1-2 によると，落合監督は，勝ち試合同様，負け試合におい

ても自分のチームのことを語る特徴がある。しかし，選手個人の

名前ではなく，｢試合｣｢ゲーム｣といったチーム全体についてのこ

とばが多く見られる。 

また，｢経験｣や｢勉強｣といった，負けた試合での内容をプラスに

捉える発言が見られた。チーム全体についての発言が，落合監督

の発言の最も大きな特徴である。 

 

 

(セ･リーグ 2 位) 読売ジャイアンツ 原監督 

表 2-1-3 原監督の勝ち試合コメントの特徴語抽出 20位 

 表 2-1-3 によると，20 位のうち，選手個人の名前が 10 名抽出さ

れた。原監督が勝ち試合のコメントにおいて，選手名を多く発し

ていることが分かる。つまり，原監督の，勝った試合のコメント

は，その試合に活躍し記憶に残った選手の名前の発する特徴があ

るのである。また，その選手に対して向けられた｢見事｣｢プレー｣

｢素晴らしい｣という評価のことばが抽出された。原監督は，勝っ

た試合において活躍した選手について，多くのことばを発する特

徴があるようだ。 

表 2-1-4 原監督の負け試合コメントの特徴語抽出 20位 

 表 2-1-4 より，負けた試合においては，勝ち試合コメントに比べ，

選手個人の名前よりも，チーム全体に対することばが多いようで

ある。また，負けた試合に対することばより，｢良い｣｢切り替える｣

｢スタート｣といった，次の試合に向けてのことばが多く見られる。

つまり，原監督は，負けた試合においては，選手個人の名前は見

られるものの，チーム全体について，そして次の試合に向けての

ことばを発する特徴があるようだ。 

 

(セ･リーグ 3位) ヤクルトスワローズ 小川監督 

表 2-1-5 小川監督の勝ち試合コメントの特徴語抽出 20位 

 表 2-1-5 により，小川監督も原監督同様，勝ち試合のコメントは，選手

個人の名前が多いことが分かる。また，1 位には｢大きい｣ということばが

抽出され，勝つことに対して大きな価値を与えている。勝った試合ごとに，

勝った事に対して，その価値をことばにして発しているようである。また，

5 位には｢巨人｣ということばが抽出され，1 つ上の順位の巨人を意識して

の発言が見られた。小川監督は，選手個人の名前と勝った事の価値を多く

発言する特徴があることが分かる。 
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表 2-1-6 小川監督の負け試合コメントの特徴語抽出 20位 

 表 2-1-6 によると，表 2-5 と比べ，選手個人の名前が少なくなることが分

かる。注目すべきは，1 位の｢負ける｣と，2 位の｢厳しい｣のことばである。

負けたことに対して強い自覚を促すことばであり，負け試合に対する反省の

ことばにも聞こえる。そうした反面，｢難しい｣｢切り替える｣といった次の試

合に向けてのことばも見られる。ここでも勝った試合同様，｢阪神｣という他

チームのことばが抽出され，1 つ下を意識した発言も発せられている。勝っ

た試合も負けた試合も，自分のチームと近い順位のチームを意識した発言が

多いようである。 

 

(セ･リーグ 4 位) 阪神タイガース 真弓監督 

表 2-1-7 真弓監督の勝ち試合コメントの特徴語抽出 20位 

 表 2-1-7 によると，真弓監督は，上位 10 位のほとんどが打撃に関する発

言となっている事が分かる。｢新井｣｢金本｣といったチームの主力バッターの

名前が発せられ，｢打つ｣｢4 番｣など，打撃について多くを語っている。しか

しながら，10 位以下のことばにおいては，投手の名前やチーム全体のこと

ばも見られ，発言全体としては，大きな偏りはないように見える。真弓監督

は，勝った試合において，攻撃についての発言が多くなる傾向があるようだ

が，チーム全体についての発言をバランス良く発しているようだ。 

 

表 2-1-8 真弓監督の負け試合コメントの特徴語抽出 20位 

 表 2-1-8 によれば，真弓監督は，負けた試合においては，チーム全体に対

する発言と，打撃に関する発言で占めていることが分かる。｢借金｣｢勢い｣な

どはチーム全体に対する発言で，｢点｣｢好機｣などは打撃についての発言であ

る。また，｢僅差｣という発言も見られ，他チームを意識しての発言も発して

いるようである。真弓監督は，負けた試合においては，投手や守備について

の発言は少なく，主にチーム全体と打撃についてのことばが多い。勝ち試合

同様に，打撃に対しての発言が多いことから，攻撃面を強く意識しているよ

うである。 

(セ･リーグ 5位) 広島カープ 野村監督 

表 2-1-9 野村監督の勝ち試合コメントの特徴語抽出 20位 

 表 2-1-9 によると，野村監督の発言は，選手個人の名前が比較的多い。特に，

投手の名前(なお，前田･マエケン･前田健,および福井･投手福井は同選手)の名前

が多く，勝った試合においては，投手についての発言が多いことが見られる。

次に打線についての発言が見られるが，チーム全体についての発言が極端に少

ない。その他のことばも，選手個人に向けたと思われる発言が多い。つまり，

野村監督は勝った試合において，投手のことを特に発言し，チーム全体に対す

る発言は，特にないという特徴があるのである。 
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表 2-1-10 野村監督の負け試合コメントの特徴語抽出 20位 

 表 2-1-10 によれば，勝ち試合コメントに対し，選手個人の名前ではなく，

チーム全体，もしくは，打者や投手といった少し普遍的な発言が増えたことが

分かる。負けた試合のコメントにおいては，選手個人ではなく，より普遍的な

面に，負けた要因を求めているようである。また，｢ファン｣｢申し訳ない｣とい

ったファンに対しての発言が抽出されたことが特徴的である。そして｢勿体な

い｣｢責任｣といった，負けたことに対しての心情を表れる発言も見られる。野村

監督は，負けた試合において，具体的な要因を発言することは少なく，普遍的

な発言や心情的な発言，そしてファンにむけての発言が多いようだ。 

 

(セ･リーグ 6位) 横浜ベイスターズ 尾花監督 

表 2-1-11 尾花監督の勝ち試合コメントの特徴語抽出 22位 

 表 2-1-11 によると，尾花監督の勝ち試合においての発言は，投手に

ついての発言が多いようだ。投手個人の名前が多く，同時に｢投手｣｢投

球｣｢先発｣など，投手の活躍についての発言が多い。また，チーム全体

に対しての発言が極端に少なく，投手に関する発言以外の発言は，｢持

ち味｣｢出す｣｢狙い玉｣といったチーム全体とまではいかない発言にとど

まっている。つまり，尾花監督は，勝った試合ついては，選手個人に対

しての発言が多く見られ，特に投手個人についての発言が多いことが分

かった。 

 

 

表 2-1-12 尾花監督の負け試合コメントの特徴語抽出 21位 

 表 2-1-12 によると，尾花監督は負け試合も，勝ち試合同様に，

投手に対しての発言が多いようだ。1 位には，｢良い｣ということ

ばが見られるが，負けた試合ではあるが，試合の内容は良いとい

う意味で使われる場面が多い。負けた試合の中にも，良かった点

を発言することが，尾花監督の特徴であるように思えるが，2 位

の｢多い｣は，同じミスや同じような負け試合が多いといった意味

で使われることが多かった。つまり，尾花監督は，負けた試合に

おいて，投手の発言が多く，試合の内容に良い点を見つけ発言し

つつも，負ける試合の原因が同じであることを繰り返し語ること

が特徴である。 
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(2-2) パ･リーグ 6球団の各監督の勝敗別の特徴語抽出の分析 

(パ･リーグ 1位) ソフトバンク 秋山監督 

表 2-2-1 秋山監督の勝ち試合コメントの特徴語抽出 20位 

 表 2-2-1 によると，8 名の選手個人の名前が抽出されており，投手

も野手も含まれている。勝ったことに対することばは｢良い｣｢大き

い｣ということばが見られ，いずれもチーム全体に対しての発言であ

る。その他の発言は｢ワンチャンス｣｢つながる｣は打撃陣に対する発

言が多いようである。秋山監督は，勝ち試合において，打撃陣に対

しての発言が少し多く見られるが，比較的に自分のチーム全体のこ

とをバランスよく発言する特徴があるようだ。 

 

 

表 2-2-2 秋山監督の負け試合コメントの特徴語抽出 20位 

 表 2-2-1 によると，秋山監督の負け試合のコメントは，投手に関す

る発言が多いようである。｢杉内｣｢摂津｣といったチームのエースに

ついての発言が多いようである。また，他チームの｢田中｣投手につ

いての発言が見られることが特徴的で，負けた原因を，相手チーム

の投手の調子が良かったからという発言が多く見られた。その発言

に伴い｢しょうがない｣ということばが見られ，秋山監督の発言は，

負けた試合に対して，あまり気にしていない様子がうかがえること

が特徴的であった。 

 

(パ･リーグ 2位) 日本ハムファイターズ 梨田監督 

表 2-2-3 梨田監督の勝ち試合コメントの特徴語抽出 20位 

 表 2-2-3 によると，梨田監督は勝ち試合において，上位に選手個人の

名前を発言する特徴が見られた。チームの中心選手の名前が多く，それ

に関連する｢4 番｣｢6 番｣｢打点｣といったことばが多い。投手，打者につ

いてバランスよく発言されており，その試合に活躍した選手についての

発言が多かった。つまり，梨田監督は，チーム全体の発言を選手個人の

名前で発言する特徴があるようだ。 

 

 

表 2-2-4 梨田監督の負け試合コメントの特徴語抽出 20位 

 表 2-2-4 によると，梨田監督は，勝ち試合同様に，チーム全体の発言を選手個

人の名前で発言する特徴が見られる。また，負け試合においては｢痛い｣｢悪い｣と

いったことばも見られ，負けたことに対しては重く受け止めている発言が抽出さ

れた。次の試合に向けての発言は極端に少なく，その試合においてのみの発言が

特徴である。つまり，負け試合自体については，しっかりと反省しつつ，その試                       
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合はその試合という心情が表れている。 

(パ･リーグ 3位) 西武ライオンズ 渡辺監督 

表 2-2-5 渡辺監督の勝ち試合コメントの特徴語抽出 20位 

 表 2-2-5 によると，渡辺監督の発言は，｢うち｣｢ゲーム｣｢チーム｣

といった，チーム全体に対する発言が多く見られる。その他にも，

チームの中心選手の名前も見られ，自分のチームについての発言が

バランス良く発言されている。また，｢展開｣｢序盤｣など，試合の流

れを表す発言が抽出されているのも特徴である。つまり，渡辺監督

は，試合の流れをふり返りながら，試合のポイントを踏まえながら，

具体的に選手の名前を挙げ，チーム全体について発言しているので

ある。 

 

表 2-2-6 渡辺監督の負け試合コメントの特徴語抽出 20位 

 表 2-2-6 よると，上位を占める多くが，投手に関する発言であること

が分かる。具体的に選手個人の名前を挙げている。また，勝ち試合同様

に｢序盤｣｢形｣など，試合の流れに関する発言も抽出された。投手に関し

ては，名前を挙げているのだが，打者については，｢打線｣｢チャンス｣

といったやや普遍的な発言となり，投手とは違い，選手個人の名前が発

言されていないのが特徴である。つまり，渡辺監督は，負け試合におい

て，投手個人についての発言を多く発言し，打者に対しては，打者全員

を対象をする発言を行うのである。 

 

(パ･リーグ 4位 オリックス･バッファローズ 岡田監督) 

表 2-2-7 岡田監督の勝ち試合コメントの特徴語抽出 20位 

 表 2-2-7 によると，岡田監督の発言の上位は，選手個人の名前である

ことが分かる。また，その他の発言においては，勝ち試合ながらも，｢辛

抱｣｢ボール球(手を出さない)｣といったチームの反省点を発言する特徴

がある。そして，｢1 試合 1 試合｣｢積み重ね｣といった，勝った試合ごと

に価値をおいた発言が特徴的である。つまり，岡田監督は，勝ち試合 1

試合 1 試合ごとにチームの反省点を述べ，毎試合が重要な試合である

ことを発言しているのである。 

 

表 2-2-8 岡田監督の負け試合コメントの特徴語抽出 20位 

 表 2-2-7 によれば，岡田監督は，負け試合においての発言の多くは，

その試合の反省点が多く発言されている。その反省点は，勝ち試合にお

いても見られたことから，常にチームの反省点や課題を発言しているこ

とが分かる。負け試合においては，選手個人の名前は少なく，｢打つ｣｢投

げる｣｢振る｣といった動詞が多いことも特徴的である。負けた反省点を，
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岡田監督は具体的な動詞で発言しているのである。つまり，岡田監督は，負け

試合のコメントにおいて，チームの反省点を具体的に発言し，勝ち試合も含め

た形で，くり返しているのである。 

 

(パ･リーグ 5位 楽天イーグルス 星野監督) 

表 2-2-9 星野監督の勝ち試合コメントの特徴語抽出 2位 

 表 2-2-8 によると，星野監督は勝ち試合において，投手個人の名前

の発言が多いことが分かる。打者については｢打つ｣｢返す｣といった

発言にとどまり，具体的な選手名は挙げられていない。また，｢借金｣

ということばが抽出されていることから，常に，自分のチームが負

け越していることを気にしている発言が見られているのも特徴であ

る。星野監督自身が，選手時代に投手だったこととの関係は不明な

ものの，投手についての発言が多いことが特徴的である。 

 

 

表 2-2-10 星野監督の負け試合コメントの特徴語抽出 20位 

 表 2-2-9 において，特徴的なことばは 1 位に抽出されている｢ダメ｣

ということばである。負け試合について完全に否定している発言で

ある。続いて，｢おなじみ｣といった，負け試合が多いことに対する

発言が見られる。そして｢うち｣｢チーム｣などチーム全体についての

発言がみられ，負けた原因を普遍的に捉えているようである。また，

特徴的なのが，「淋しい」｢情けない｣といった心情的な発言が見られ

ることである。星野監督は，負け試合においては，感情的な発言が

多く，それをチーム全体に向けて発しているようだ。 

 

(パ･リーグ 6位 千葉ロッテマリーンズ 西村監督) 

表 2-2-11 西村監督の勝ち試合コメントの特徴語抽出 20位 

 表 2-2-11 によれば，西村監督の勝ち試合の発言は，上位に選手個

人の名前が多いことが分かる。また，1 位に｢気持ち｣という発言が見

られ，気持ちの面についての発言が多いことが，特徴的である。投

手と打者のバランスは良く，チームに対する発言もある。また，｢フ

ァン｣ということばも特徴的なことばの 1 つである。そして，勝ち試

合のコメントでありながら，｢悔しい｣という発言が抽出されており，

負け試合での悔しい思いを，勝ち試合で発言していることも特徴的

である。 
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表 2-2-12 西村監督の負け試合コメントの特徴語抽出 20位 

 表 2-2-12 によると，西村監督は，勝ち試合のコメントに引き続き，

負け試合においても｢気持ち｣という発言を多くしていることが分かる。

西村監督は，気持ちに注目する発言が多いことが，最も特徴的なのであ

る。また，｢相手｣｢向こう｣など，対戦相手についての発言も抽出されて

いる。そして，しかし，全体的には，自分のチームに対しての発言が多

く，投手の名前は挙げているものの，打者の名前を挙げてはいない。つ

まり，西村監督は，選手の気持ちについて多く発言し，チームが負ける

原因を気持ちの面に求めていることが特徴的である。 

 

 

 

考察 

 12監督の特徴語抽出によるデータをもとに，考察を行う。勝ち試合の特徴語抽出につい

ては，活躍した選手や，チームの中心選手について発言する監督が多いようだ。また，投

手について多くを発言する監督と，打者について発言する監督と，両方をバランス良く発

言する監督の 3パターンに分かれるようだ。そして，この 3パターンと順位を比較すると，

投手について発言が多い監督は，たとえば，野村監督，尾花監督，星野監督といった，下

位チームの監督であった。打者について特に多く発言する監督は，真弓監督で，順位は 4

位であった。投手と打者をバランス良く発言する監督は，原監督，秋山監督，梨田監督な

ど，上位チームの監督であった。下位チームの監督は，投手が活躍することで勝つことが

できたと考える傾向があり，上位監督は，投手と打者が活躍することでチームが勝てると

考えているようである。しかし，この 3パターンのどこにも入らない監督が，セ･リーグ 1

位の落合監督である。落合監督は，選手個人の名前の発言が他の監督と比べ，極端に少な

く，ほとんどが，チーム全体に対しての発言であった。また，西村監督は，｢気持ち｣とい

う発言を多く使っており，選手の気持ちの面に大きく注目をしているようだ。 

 負け試合の特徴語抽出においては，ほとんどの監督が投手についての発言が多くなって

いる。失点が負ける要因だと考えている監督が多いことが，この結果から分かる。しかし，

この投手についての発言が少ないのが，落合監督，真弓監督，岡田監督である。落合監督

は，勝ち試合のコメント同様に，チーム全体についての発言が多い。真弓監督も勝ち試合

同様に，打者についての発言が負け試合においても多く見られる。岡田監督も，真弓監督

と同じく打者についての発言が多くなっている。また，西村監督は，負け試合においても，

｢気持ち｣という発言が多かった。 

 以上を総合的に，考察する。最も特徴的だったのは，落合監督であった。勝ち試合，負

け試合に関係なく，落合監督は，選手個人の名前を発言することは極端にすくなく，チー

ム全体に対する発言が圧倒的に多かった。試合の結果の要因を普遍的に見ていることが分

かる。また，自分のチームについての発言しかなく，試合結果の要因を，常に自分のチー

ムに求めていることが分かる。次に，特徴的だったのは，上位チームの監督は，勝ち試合
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のコメントにおいて，その内容が投手と打者の両方について，バランス良く発言している

ことである。勝った要因を投手と打者どちらかの要因ではなく，両方に求めているのであ

る。上位チームの監督は，負け試合においても投手と打者とでは，大きな偏りは見られな

かった。一方，下位チームは，投手と打者の発言に大きな偏りがあった。特に，野村監督，

尾花監督，星野監督は，投手についての発言が多かった。打者についての発言がおおかっ

たのは，真弓監督と岡田監督で，順位は両チームとも 4位であった。そして，負け試合に

おいても，西村監督は，｢気持ち｣という発言が多く見られた。 

 

本研究の限界と今後の課題 

 今回の数量的な抽出により，各監督の試合後のコメントは，明らかに各監督それぞれに

特徴があることが分かった。そのコメントには，各監督の重要視している発言が多く見ら

れるし，中には，具体的な発言はしない監督もいた。しかし，今回は特徴語抽出のみの分

析だったからことから，各監督の特徴と，成績との関係や，楽観主義との関係性は明らか

にすることはできなかった。数量的には，ことばを抽出できたものの，基本的な分析にと

どまってしまった。 

 今後は，各監督の発言することばの特徴と，成績の関係を明らかにするために，さらな

る研究が求められる。また，各監督の楽観主義とことばの特徴との関係性を明らかにする

研究を，研究方法から模索する必要がある。今回の研究は，基本的な分析となったが，こ

の結果をもとに，今後の研究に取り組んでいきたい。 
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